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2023年12月期第1四半期 業績ハイライト

販売チャネル別売上推移 業績ハイライト

※1 OMO：オンラインとオフラインを融合させて、新たな顧客体験を生み出すこと

その他

海外EC

海外卸

韓国卸

国内EC

国内リテール

国内卸

1,757

1,403

単位：百万円
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⚫ 2020年の新型コロナウイルス感染症拡大以降、世界的にゴルフ
市場が活性化したが、その過熱感は落ち着きつつある。

⚫当社においてはOMO※1によるチャネル間のシナジー創出を通じ、
ブランディングの浸透を継続して図っている。

⚫韓国については、上述の過熱感が特に顕著であり、それに連動
する形で韓国卸において前1Qと比較すると売上は大きく減少。

⚫国内EC及びリテールチャネルにおいても、ゴルフ市場の落ち
着きはありつつ、一方でインバウンド需要の高まり等、コロナ
以前の市況に戻ってきており、結果として前1Qと比較すると
減少する形で着地。
2020年に立ち上げた海外向けECチャネルは引き続き成長を
継続。

⚫その他海外では、2022年から開始したイタリア・米国向けの卸
売展開が徐々に拡大。

市場環境の変化に伴う売上の減少は概ね想定通りであり、

今後は、海外向け卸とECを通じたグローバルでの収益力獲得体制を引き続き強化
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単位：百万円 FY2022 1Q
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FY2023 1Q（当期） 前年同期比

業績概要（対前年同期実績・業績予想）

業績予想

売上高

営業利益
（営業利益率）

経常利益
（経常利益率）

1,757

413
（23.6%）

415
（23.7%）

1,403

174
（12.5%）

175
（12.5%）

△353
（△20.1%）

△238
（△57.7%）

△240
（△57.8%）

5,954

957
（16 .1%）

950
（16.0%）

23.6%

18.3%

18.4%

進捗率

当期純利益
（当期純利益率）

273
（15.5%）

116
（8.3%）

△156
（△57.4%）

659
（11.1%）

17.7%



営業利益増減要因

当第1Qにおいては、前1Qと比較して売上が減少していることに加え、

業容拡大に伴う人件費増加や広告宣伝費の増加等の影響もあり、営業利益も前1Q比で減少

6

(単位：百万円)

商品原価率の悪化は生じていないが、
韓国向け卸売の減少

（＝セールスミックスの変化）により、
粗利率は前年同期と比較して上昇

1月に米国で開催された合同展示
会（PGA SHOW 2023）に初出展
したこと等で広告宣伝費が増加

上場に伴い外形標準課税
適用会社になったことで
租税公課負担が増加

業容拡大に伴い、引き続
き採用活動を継続してお

り、人件費は増加
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BS概要

BSについては前期末から大きな変化は生じていないが、4月に開店した新店関係の固定資産等が増加

FY2022

4Q

FY2023

1Q
構成比 前期末比 主な増減要因

総資産 4,619 4,605 100.0% △13

流動資産 4,079 3,954 85.9% △124

• 4月開店の新規店舗の内装代金の先払によ
る現金預金の減少。

• 仕入の増加に伴う商品の増加。
• 決算月の売上増加に伴う売掛金の増加

固定資産 539 650 14.1% +110
• 4月開店の新規店舗の内装等の建設仮勘定

の増加
• 本社オフィス向け差入敷金の増加

流動負債 880 748 16.3% △131
• 法人税等の支払による未払法人税等の減少
• 決算月の仕入増加に伴う買掛金の増加

固定負債 67 69 1.5% +1

純資産 3,670 3,786 82.2% +116
• 四半期純利益の計上による繰越利益剰余金

の増加

(単位：百万円)
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国・地域別展開状況

KOREA

ITALY U.S

46.9%

1.7% 1.7%

JAPAN

49.1%

FY2023 1Q
売上構成比

51.8%

0.0% 1.0%

45.9%

FY2022 1Q
売上構成比

その他国・地域

0.6%

FY2023 1Q
売上構成比

0.3%

FY2022 1Q
売上構成比

+3.2pt ▲4.9pt

+1.7pt +1.7pt

+0.3pt

コロナを契機にゴルフが再注目されたがその過熱感は落ち着き、日本・韓国市場においては売上減少

イタリアや米国など新規国での展開は順調に進んでおり増加傾向、海外売上比率は50.9％に増加

FY2023 1Q
売上構成比

FY2022 1Q
売上構成比

FY2023 1Q
売上構成比

FY2022 1Q
売上構成比

FY2023 1Q
売上構成比

FY2022 1Q
売上構成比

18百万円 23百万円 16百万円 23百万円

5百万円 8百万円

910百万円 658百万円805百万円 689百万円
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重要指標と財務KPI

FY2022 1Q

海外売上高比率

FY2023 1Q

54.2% 50.9%

714百万円952百万円

FY2022 1Q FY2023 1Q

16.4% 19.4%

EC化率

272百万円288百万円

重要指標 財務KPI

48.6%
51.6%

25.1%

39.1%

23.6%

12.5%

FY2022 1Q FY2023 1Q

売上総利益率 販管費率 営業利益率

海外売上高

EC売上高

FY2023 1QFY2022 1Q

3.1%

82.2%

19.18円

623.47円

15.5%

63.5%

51.15円

353.69円

ROE

自己資本比率

EPS

BPS



事業進捗

CUBE CO.,LTD.
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今後のチャネル計画と進捗
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FY2023 FY2024 FY2025

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

青山路面店
新規出店

東海エリア
新規出店

関西エリア
フラッグシップ

ストア

都内店舗
改装

関西エリア
新規出店

阪急うめだ
改装

アウトレット
新規出店

新規国
代理店②

新規国
代理店③

新規国
代理店④

③アジア・
中東等

①日本国内

✓ 代理店・FC展開
✓ 韓国ビジネスの拡大・
安定運用

✓ ポップアップストアの出店

✓ フラッグシップストア開発
✓ 既存店舗の大型化

②欧米
✓ 新規卸売先の開拓
✓ OMOストアの出店

インドネシア・南米・シンガポール・マレーシア・UAE等での卸売開始

米国OMOストア
新規出店

新規国
代理店①

PGA
SHOW
出展

継続的に展示会等への出展を行い、新規顧客の獲得を進める
デジタルマーケティングを活用し、グローバルにおける認知度の拡大を進める

イタリア・米国における取引量増加、その他欧米諸国における新規卸売先の獲得

④オンライン ✓ 越境ECの拡大 越境ECの拡大と次なるビジネスモデル展開

北日本エリア
新規出店

関西エリア
新規出店

台湾での
卸売開始

本第1四半期決算発表時点



リニューアルオープン
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阪急うめだ店 4月12日にリニューアルオープン

阪急うめだ店

2023年4月12日オープン



フラッグシップストアオープン
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青山店

2023年4月22日オープン

ブランドの世界観や限定コレクションを世界へ向けて発信



海外展開
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アジア地域を中心に新規取引先開拓が進捗、グローバルECの集客を引き続き強化

オフライン・オンライン双方から、世界に向けたブランディング展開の素地を構築中

現状

韓国

イタリア

米国

台湾

インドネシア

UAE

その他
国・地域

• 総代理店との取り組みを強化、継続受注を通じた売上拡大

• 既存取引先からの継続受注

• 既存取引先からの継続受注
• 新規取引先からの受注獲得、

23年下期より順次出荷予定

• 新規取引先からの受注獲得、
23年下期より順次出荷予定

• 新規取引先からの受注獲得、
23年下期より順次出荷予定

• 新規取引先からの受注獲得、
23年下期より順次出荷予定

• 受注の継続と売上拡大
• 将来の代理店候補としての
パートナー選定

• 受注の継続と売上拡大
• 近隣諸国における
新規取引先開拓

• 継続して新規取引先を開拓

今後

GLOBAL ONLINE STORE

海外向けアプリやSNS動画配信でPR強化
ブランド認知度を向上させ海外から越境ECに顧客を呼び込む。

GLOBAL  NETWORK

WEB上での展示会開催や大型合同展示会への出展を通じ海外卸売を強化。
現地パートナーと連携した出店開発を進める。
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会社概要

16

社名 株式会社キューブ [英文名： CUBE CO., LTD.]

本社 東京都港区赤坂2-17-7

代表者 代表取締役 松村 智明 /  Tomoaki Matsumura

設立 1994年12月

資本金 822,549,600円（2023年3月末時点）

従業員数 71名（2023年3月末時点）

事業内容 衣服・雑貨の企画・製造・販売 / ライセンス事業 (ライセンサー) 

取扱ブランド MARK&LONA、HORN GARMENT、Gravis golf

主要取引先 ㈱阪急阪神百貨店、㈱大丸松坂屋百貨店、㈱岩田屋三越、森ビル㈱、㈱ZOZO、㈱ヴィクトリア

72.9%0.7%

2.8%

1.8%

4.1%
17.6%

株主構成 2022/12末

主要株主 その他法人 証券会社

金融機関 外国人 個人その他
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沿革

1994

NXCとの

資本業務提携

2009 2013 2014

MARK & LONA

表参道ヒルズ

TOKYO

オンラインストア

松坂屋名古屋

AICHI

韓国

KOREA

MARK & LONA

MARK & LONA

20202019
2017

2016

福岡岩田屋

FUKUOKA

MARK & LONA HOLLYWOOD
by MARK & LONA

MARK & LONA

六本木ヒルズ

TOKYO

銀座シックス

TOKYO

MARK & LONA

阪急うめだ

OSAKA

MARK & LONA

ハワイ

USA

MARK & LONA

大丸札幌

SAPPORO

MARK & LONA

心斎橋大丸

OSAKA

MARK & LONA

World Market

TOKYO

MARK & LONA

青山

2004

株式会社キューブに

商号変更

自社ブランドの

開発、卸売を本格的に開始

有限会社キューブ

コーポレーション創業

湘南エリアにアクション

リテイル SPINY を開業

1998 2003

20082006

セレクトショップを展開

ブランドコンサルタントや

輸入代理店業務を開始

オリジナルブランドの展開を開始
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2018

2023
フラッグシップ

ストアオープン

TOKYO

Market Store
by MARK & LONA

表参道ヒルズ

2022
イタリア・米国

海外卸事業展開

MARK & LONA
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マネジメントチーム

18

代表取締役社長 松村 智明 専務取締役 小澤 拓

KAZUHIKO YOSHINARI

社外取締役 吉成和彦

HIDETSUGU ONISHI

社外取締役 大西秀亜

TAKANOBU MUTO

社外取締役 武藤貴宣

AKIKO TAKAYASU

社外監査役 髙安彰子

KOKI KAKEHASHI

社外監査役 掛橋幸喜

AKARI OTSUKA

社外監査役 大塚あかり

TOMOAKI MATSUMURA TAKU OZAWA YUSUKE TAKAHASHI

取締役 高橋勇介

SUSUMU HATANO

取締役 波多野奨

YUTA FUKUOKA

執行役員 福岡裕太



時代の顔を創る

V I S I O N

S T R A T E G Y

プレミアムラグジュアリーブランドの創造

M I S S I O N 

ゴルフに、自由を

19
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プロダクト

TOPS /  KNIT

¥38,000

¥120,000

〜

$350

$1,400

〜

₩506,000

₩1,597,000

〜

GOLF BAG

¥95,000

¥210,000

〜 $950

$2,500

〜 ₩1,228,000

₩2,715,000

〜
BOTTOMS

¥35,000

¥65,000

〜

$350

$750

〜

₩433,000

₩803,000

〜

SHIRTS
¥23,000

¥33,000

〜

$250

$450

〜

₩306,000

₩439,000

〜

¥39,000

¥125,000

〜

$400

$1,650

〜

₩575,000

₩1,842,000

〜

ACCESSORY
¥23,000

¥72,000

〜

$250

$850

〜

₩295,000

₩924,000

〜

SHOES
¥29,000

¥54,000

〜

$300

$800

〜

₩452,000

₩842,000

〜

OUTER

20
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没個性的で保守的なスタイルが常識だったゴルフウェアの世界に独特なデザイン感覚を持ち込み、世界に類のな

い “Luxury” ※1というコンセプトを築いたMARK&LONA。米ロサンゼルスでスタートと同時にユニークなコレク

ションを発表し、ゴルフアパレルとは思えない斬新なデザインでありながらも、上質な素材と高い機能性を追求

し、妥協のないモノ作りを行ってきました。また、毎シーズン展開されるユニークなコラボレーションは、世界

的に著名なキャラクターやミュージシャン、マニアックなゴルフギアからフィギュアまで幅広く展開。ブランド

設立から10 年以上経った今でもファッションゴルフの代名詞として注目され続けているものと自負しています

。2018年の“10 YEARS ANNIVERSARY” を機にブランド初のアンバサダーを迎え“ゴルフに自由を” をスローガ

ンに、世界に向け更なる挑戦と改革を発信し続けています。

MARK & LONA
©

BRAND_1

※1 ”Luxury”とは、他の著名ブランド等の顧客でもある富裕層に向けて、当該富裕層を顧客に持つ卸売先の開発や富裕層をターゲットとする商業施設での旗艦店展開を通じ、富裕層のライフスタイルに向けた高価格商品を展開すること

21
©2022, Cube Co., Ltd. All Rights Reserved. CONFIDENTIAL 
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CODE COLLECTION ALARM COLLECTION

ネクストジェネレーションに向け、FUSION/融合を

コンセプトに立ち上げられた”ALARM（アラーム）”

コレクション。

ジャンルを超えクロスオーバーする事で生まれる個性的なデ

ザインやコラボレーションはフィールドを限定しないリミッ

トレスなスポーツアパレルを提案します。

『Efficient』をコンセプトにゴルフにモードを取り入れた

”CODE” コレクション。

上質な素材を用い細部に至るまで妥協のないデザインと高い

機能性を有したハイエンドラグジュアリースポーツアパレル

を提案します。

©2022, Cube Co., Ltd. All Rights Reserved. CONFIDENTIAL 
22

GENERAL・CODE・ALARMの3コレクションを展開

MARK & LONA COLLECTION

※上記のほか、RICH & FAMOUS COLLECTIONも存在するが直近では展開をしていない。

MARK&LONAの核となるジェネラルコレクション。

ラグジャリーゴルフをコンセプトに優れたクリエイティブと

機能性、著名なキャラクターやアーティスト、マニアックな

ゴルフギアからフィギュアとのコラボレーションを武器に幅

広いアイテムを展開。

2018年の”10 YEARS ANNIVERSARY”を期にブランド初のア

ンバサダーを迎え、「ゴルフに自由を」をスローガンに世界

に向け更なる挑戦と改革を発信し続けています。

GENERAL COLLECTION



Appendix 2

販売チャネル別

売上推移

CUBE CO.,LTD.

23



24

24

販売チャネル別売上推移

単位：百万円
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37 
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137 

28 
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16 

22 

36 

37 

29 

27 

FY2021 1Q FY2021 2Q FY2021 3Q FY2021 4Q FY2022 1Q FY2022 2Q FY2022 3Q FY2022 4Q FY2023 1Q

1,277

その他

海外EC

海外卸

韓国卸

国内EC

国内リテール

国内卸

1,383

1,141

1,757

1,081

1,181

701

936

1Qと3Qは国内外向け卸出荷タイミングのため、2Qと4Qと比較して売上が多くなる傾向にあり、3Qと4Qは

重衣料等秋冬物の展開時期のため、1Qと2Qと比較して売上が多くなる傾向。

順調に拡大を続けている韓国市場においても、
日本や世界各国と同様に、コロナウイルス感

染症の拡大により需要が急増したため、
韓国代理店からの受注が増加

海外EC本格
展開開始

米国・イタリア
向け卸展開開始

1,403
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将来見通しに関する注意事項

本発表において提供いたしました資料および情報は、「見通し情報」(forward-looking statements）を含みます。これらは、現

在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの情報とは異なる結果を招き得る不確実

性を含みます。それらリスクや不確実性には、一般的な業界および市場の状況、金利、通貨為替変動といったー般的な国内およ

び国際的な経済状況が含まれます。本発表は、当社に関する情報提供を目的としたものであり、国内外を問わず、いかなる有価

証券、金融商品または取引に関する募集、投資の勧誘または売買の推奨を目的としたものでもありません。本発表において提供

いたしました資料は、金融商品取引法またはその他の法令もしくは諸規則に基づく開示書類ではありません。
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